
新
島
基
金
に
ょ
る
新
島
講
座
に
つ
、

て

し

同
志
社
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
同
記
念
事
業
寄
付
金
の
一
部
を
も
っ
て
新

島
基
金
が
設
立
さ
れ
ま
し
九
。

0
新
島
基
金
の
目
的

新
島
基
金
は
、
同
志
社
立
学
の
粘
神
に
も
と
づ
き
、
人
間
教
育
を
強
化
し
、
教
育
内

容
の
高
度
化
を
図
り
、
教
育
、
研
究
の
国
際
交
流
を
推
進
し
、
も
っ
て
一
国
の
良
心
た

り
う
る
人
材
の
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

基
金
の
果
実
を
も
っ
て
①
新
島
講
座
の
開
設
②
新
た
な
奨
学
制
度
の
開
設

③

教
育
・
研
究
の
国
際
交
流
の
推
進
な
ど
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

0
新
島
講
座

新
島
講
座
は
、
つ
ね
に
時
代
を
先
導
す
る
同
志
社
の
教
育
と
研
究
が
、
更
に
一
層
充

実
、
発
展
し
、
ま
九
そ
の
成
果
が
社
会
の
進
展
に
寄
与
す
る
よ
う
に
と
願
っ
て
新
島
基

金
の
目
的
事
業
の
一
つ
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
内
外
の
碩
学
を
招
昭
し
講

演
会
な
ど
を
開
催
す
る
講
座
と
、
本
学
園
教
職
員
が
そ
の
研
究
成
果
を
発
表
す
る
東
京

講
座
の
二
種
類
を
毎
年
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

!
,

第
四
回
新
島
講
座
東
京
公
開
講
演
会

咋
年
十
一
月
十
二
日
(
土
)
東
京
・
ヤ
マ
ハ
ホ

ー
ル
(
中
央
区
銀
座
七
丁
目
九
1
十
四
)
に
て
、

資
す
る
た
め
、
現
代
彪
ふ
さ
わ
し
い
テ
ー
マ
を
と

ら
え
て
、
か
ね
て
か
ら
倫
誠
演
会
を
開
催
し
て

お
り
、
今
圓
で
四
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

十
三
時
三
0
分
か
ら
始
ま
っ
罷
演
会
は
、
上
野

総
長
の
あ
い
さ
つ
、
本
部
・
霧
部
長
の
司
会
に

よ
り
河
野
仁
昭
学
校
法
人
黒
社
社
史
資
料
室
室

長
、
岡
仁
詩
黒
社
大
学
文
学
部
教
授
の
順
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

東
京
公
開
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
九
。

(
グ
ラ
ビ
ア
ペ
ー
ジ
に
講
演
模
様
を
掲
載
)

新
島
講
座
は
、
我
が
国
の
学
術
、
文
化
の
発
展
に

演
腫
な
ら
び
編
師

0
新
島
嬰
全
集
を
め
ぐ
っ
て

学
校
法
人
同
志
社
社
史
資
料
室
室
長
、
河

野
仁
昭
氏

0
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
と
と
も
に

同
荘
大
学
文
学
部
教
授
、
岡
仁
詩
氏

東
京
公
開
繊
会
も
今
回
で
四
回
目
を
迎
え
翻

者
も
過
去
三
回
と
畏
多
く
成
功
の
う
ち
に
終
わ

り
ま
し
た
。

な
お
、
本
年
の
東
京
公
開
講
演
会
は
、
十
一
月
十

七
日
(
士
)
東
京
・
ヤ
マ
ハ
ホ
ー
ル
で
開
催
の
予

定
で
あ
り
ま
す
。

ー
!

紹介
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